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Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステムファームウェア 5.17.0 
のご使用にあたって

このマニュアルでは、Sun Fire E2900/V1280/Netra 1280 システムのファームウェア
リリース 5.17.0 に関する最新情報と、新しい機能および変更された機能について説明
します。

このマニュアルの内容は、次のとおりです。

� リリース 5.17.0 の新機能

� 一般的な情報

� Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムの既知の制限事項

リリース 5.17.0 の新機能
リリース 5.17.0 以降のファームウェアは、Sun Fire ミッドレンジシステム 
(E6900/E4900/6800/4810/4800/3800) と Sun Fire エントリレベルミッドレンジシス
テム (E2900/V1280/Netra 1280) の両方をサポートします。この節では、Sun Fire エ
ントリレベルミッドレンジシステムでのリリース 5.17.0 の新機能の概要について説明
します。

自動診断およびドメイン回復機能

次のエラー診断およびドメイン回復機能は、デフォルトで使用可能になっています。

�  自動診断 (Auto Diagnosis : AD) エンジン

AD エンジンは、プラットフォームおよびそのドメインの可用性に影響を与える
ハードウェアエラーを検出および診断します。また、ハードウェアエラーを分析
して、可能であればそのエラーに関連する現場交換可能ユニット (FRU) を判定し
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ます。AD エンジンは、影響を受けるコンポーネントの診断情報を記録して、この
情報を「コンポーネントの健全性状態」(Component Health Status : CHS) の一部
として保持します。

自動診断情報は、AD イベントメッセージとして報告されます。AD イベントメッ
セージが表示された場合は、ご購入先の保守作業員にお問い合わせください。保
守作業員が適切な処置を行います。

� 一時停止したドメインの自動回復

自動診断後、ハードウェアエラーによって一時停止したドメインは自動的に再起
動されます。可能であれば、ハードウェアエラーに関連するコンポーネントもシ
ステムで使用不可に切り替えられます (システムから構成解除されます)。

� ハングアップしたドメインの自動回復

システムコントローラは、ドメインを自動的に監視して、ドメインが割り込みに
応答しない場合、または指定したタイムアウト時間内にドメインのハートビート
がない場合に、ハングアップしたと判断します。setupdomain コマンドの 
hang policy パラメタが reset に設定されていると、システムコントローラは自動
的に外部強制リセット (eXternally Initiated Reset : XIR) を実行して、ハングアッ
プしたドメインを再起動します。

詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』の
「自動診断および回復」の章を参照してください。

ドメイン診断イベント

リリース 5.17.0 以降では、Solaris オペレーティング環境によって、一部のハード
ウェアエラーが特定され、システムコントローラに報告されます。システムコント
ローラは、次の処理を行います。

� 影響を受けるドメイン資源に対してこの診断情報を記録して、コンポーネントの
健全性状態の一部として保持します。

� 診断情報は、ドメインコンソールまたは /var/adm/messages ファイルに出力さ
れるドメイン診断 ([DOM]) イベントメッセージとして報告されます。

次に POST を実行すると、POST は影響を受ける資源の健全性状態を再調査しま
す。また、可能な場合は、該当する資源をシステムから構成解除します。

詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』を参照し
てください。
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コンポーネント位置の状態

CPU/メモリーボードのスロット、I/O アセンブリのスロットなどのコンポーネント
の物理的な位置を指定して、ハードウェア資源のシステムへの構成または構成解除を
管理できます。コンポーネント位置は使用不可または使用可能のいずれかの状態にな
り、この状態は「コンポーネント位置の状態」と呼ばれます。コンポーネント位置の
状態を変更するには、setls コマンドを使用します。このコマンドは、これまでコ
ンポーネントのブラックリストへの登録および使用可能への切り替えに使用されてい
た、disablecomponent および enablecomponent コマンドに代わるものです。

disablecomponent および enablecomponent コマンドは、リリース 5.17.0 でも
使用できますが、setls コマンドを使用することをお勧めします。

永続ログ

SC V2 (拡張メモリーシステムコントローラ) が構成されているミッドレンジシステム
では、システムエラーメッセージおよび特定の種類のメッセージログが永続記憶領域
に保持されます。showsc コマンドを使用すると、システムに SC V2 が構成されてい
るかどうかを確認できます。showsc コマンドの出力例については、『Sun Fire エン
トリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』
の、このコマンドに関する説明を参照してください。

� showerrorbuffer [-p [-n nnn]] コマンドを使用すると、永続システムメッ
セージを参照できます。nnn には、ログ内のメッセージのうち、表示するメッ
セージの件数 (最新メッセージからの件数) を指定します。

� showlogs [-p [-f filter][-n nnn]] コマンドを使用すると、永続ログを参照
できます。filter には、表示するメッセージログの種類を指定します。nnn には、
ログ内のメッセージのうち、表示するメッセージの件数 (最新メッセージからの件
数) を指定します。

保守プロバイダは、この出力された情報を使用して障害追跡を行うことができます。
メッセージログおよびシステムエラーメッセージの詳細は、『Sun Fire エントリレベ
ルミッドレンジシステム管理マニュアル』と、『Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』の showerrorbuffer 
および showlogs コマンドに関する説明を参照してください。
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showerrorbuffer
Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムは、次の機能をサポートします。

� すべてのエントリレベルミッドレンジシステムには、システムエラーレコードを
短期的に保存する、動的な showerrorbuffer があります。システムエラーがメッ
セージログバッファーに記録されると、動的な showerrorbuffer のシステムエラー
レコードは、showerrorbuffer にさらに領域が必要になったときに自動的に消去さ
れます。

� SC V2 が構成されているエントリレベルミッドレンジシステムには、動的な 
showerrorbuffer と永続的な showerrorbuffer の両方があります。永続的な 
showerrorbuffer は、発生したシステムエラーを取得し、showerrorbuffer がいっ
ぱいになるまでシステムエラーレコードを格納します。永続的な showerrorbuffer 
がいっぱいになると、新しいシステムエラーレコードによって、永続的な 
showerrorbuffer 内の既存のエラーレコードが先頭から上書きされます。

サポートするボードの種類

リリース 5.17.0 では、次のボードもサポートするようになりました。

� 拡張メモリーシステムコントローラ – このボードは、showboards および 
showsc コマンドの出力に SC V2 として示されます。SC V2 と示されたシステム
コントローラボードの交換方法の詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステム管理マニュアル』 (817-6170) および『Sun Fire システムコントローラ
ボード、バージョン 2 (拡張メモリー) 設置マニュアル』(817-6028) を参照してくだ
さい。

� UltraSPARC™ IV CPU/メモリーボード – システムを UltraSPARC IV CPU/メモ
リーボードにアップグレードする方法の詳細は、『Sun Fire E2900/V1280 および 
Netra 1280 システム CPU/メモリーボードのアップグレード要件』(817-6640) お
よび『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム CPU/メモリーボード設置
マニュアル』(817-6476) を参照してください。

リリース 5.17.0 で変更されたコマンド

リリース 5.17.0 では、次の SC コマンドが変更されています。

� setls – 新しいコマンドです。enablecomponent および disablecomponent 
コマンドの代わりに使用します。

� enablecomponent – 現在でもサポートされていますが、お勧めできません。代
わりに setls コマンドを使用してください。

� disablecomponent – 現在でもサポートされていますが、お勧めできません。代
わりに setls コマンドを使用してください。
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� setupnetwork – Connection type 属性が追加されました。デフォルトでは、
遠隔接続形式 telnet は使用不可に設定されています。

� shownetwork – Connection type 属性が追加されました。

� showerrorbuffer [–p [–n nnn]] － 永続システムエラーを表示する新しいオ
プションです。SC V2 が構成されているシステムで使用できます。

� showlogs [–p [–f filter][–n nnn]] － 永続メッセージログを表示する新しい
オプションです。SC V2 が構成されているシステムで使用できます。

これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコント
ローラコマンドリファレンスマニュアル』の説明を参照してください。

Sun Fire エントリレベルミッドレンジ 
(E2900/V1280/Netra 1280) システムの関連マニュ
アル

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』
(Part No. 817-6170-10)

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 817-6164-10)

� 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.17.0 ご使用
にあたって』(Part No. 817-6179-10)(このマニュアル)

一般的な情報

エントリレベルミッドレンジシステムの要件

Sun Fire E2900 システムには、5.17.0 以上のファームウェアと、Solaris 8 2/04 以上ま
たは Solaris 9 4/04 以上のオペレーティング環境が必要です。

表 1 エントリレベルミッドレンジシステムでサポートされるファームウェアおよびソフトウェアの最
小バージョン

Sun Fire E2900 システム Sun Fire V1280/Netra 1280 システム Solaris 8 OS Solaris 9 OS

ファームウェア 5.17.0 ファームウェア 5.17.0 Solaris 8 2/04 Solaris 9 4/04

ファームウェア 5.13.001x Solaris 8 2/02 Solaris 9 4/03
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注 – Sun Fire E2900 システムおよび UltraSPARC IV ボードを取り付けたシステムで
は、リリース 5.17.0 以上のファームウェアを実行する必要があります。これより前の
リリースのファームウェアは、UltraSPARC IV CPU/メモリーボードをサポートして
いません。SC V2 が構成されているエントリレベルミッドレンジシステムで、
UltraSPARC IV CPU/メモリーボードを取り付けていない場合は、リリース 5.17.0 か
ら 5.13.001x のファームウェアにダウングレードできます。ただし、以前のリリース
のファームウェアでは、5.17.0 で導入された機能がサポートされないことに注意して
ください。

ファームウェアの互換性

互換性を確実に維持するために、すべてのシステムボードおよびシステムコントロー
ラを、同じファームウェアリリースでフラッシュします。リリース 5.13.x のファーム
ウェアが動作しているシステムをファームウェア 5.17.x にアップグレードするには、
次の手順を実行します。

1. SC のファームウェアを更新するには、次のように入力します。

flashupdate -y -f <url> scapp rtos

2. システムボードを更新するには、次のように入力します。

flashupdate -y -f <url> systemboards

更新後、Solaris 環境が動作している場合はこれを停止してから、poweroff コマン
ドを使用してすべてのボードの電源を切り、poweron コマンドを使用して Solaris 環
境を再起動します。

同様に、リリース 5.17.x のファームウェアを実行しているシステムをリリース 5.13.x 
にダウングレードするには、前述の 2 つの手順を実行してから、Solaris 環境を停止
し、poweroff コマンドおよび poweron コマンドを順番に実行します。

Sun Fire E2900 システムおよび UltraSPARC IV ボードを取り付けたほかのシステム
では、リリース 5.17.0 以上のファームウェアを実行する必要があります。これより前
のリリースのファームウェアは、UltraSPARC IV CPU/メモリーボードをサポートし
ていません。

ファームウェアのアップグレード手順の詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレ
ンジシステム管理マニュアル』を参照してください。このマニュアルには、以前の
ファームウェアリリースにダウングレードする手順も記述されています。
6 Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.17.0 ご使用にあたって • 2004 年 4 月



Sun Fire エントリレベルミッドレンジシ
ステムの既知の制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグのみを示します。README ファ
イルには、サンの内部だけで検出されたバグを含む、すべてのバグの一覧が記載され
ています。

OK プロンプトで reset-all コマンドを複数回
実行するとドメインがハードハングする (バグ ID 
4951098)
OBP レベルで reset-all コマンドを複数回実行すると、ドメインがハードハングする
場合があります。

回避策 : reset-all コマンドは複数回実行しないでください。

キースイッチによる電源の再投入が失敗してコン
ソール入力が再開されない (バグ ID 4992950)
ドメインの動作中にエラーが発生して、その結果ドメインのすべての CPU に障害が
発生した場合、SC コンソールに接続しているユーザーに対して次のメッセージが送
信されます。

lom: No usable Cpu board in the domain.

SC コンソールは、ユーザーの入力への応答を停止します。

回避策 :  システムの電源を再投入すると、SC がユーザーの入力に対してふたたび応
答するようになります。
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自動回復が実行されたあともエラーイベントが報
告される (バグ ID 4985737)
自動診断 (Auto Diagnosis : AD) メッセージが発生したあと、ドメインの自動回復が
行われたことを示すメッセージが表示されても、そのドメインに関するエラーイベン
トの表示が継続されます。

回避策 : 最初の AD メッセージとドメインの自動回復が行われたことを示すメッセー
ジのあと、そのドメインについて続けて表示されるイベントエラーメッセージは無視
してください。

「The error buffer is full」というメッ
セージが繰り返し表示され、永続ログを上書きす
る (バグ ID 4987854)
100 件のエラーレコードを格納できる動的な showerrorbuffer がいっぱいになると、
「The error buffer is full」というメッセージが、SC V2 が構成されている
システムの永続的な showerrorbuffer に繰り返し出力され、永続的な 
showerrorbuffer に格納されているシステムエラーを上書きします。

回避策 : ありません。

「The error buffer is full」というメッ
セージが誤って表示される (バグ ID 5011243)
動的な showerrorbuffer の各エラーが解釈され、メッセージログバッファーに報告さ
れると、そのエラーは動的な showerrorbuffer に保持される必要がなくなります。新
しいエラー用に領域が必要になると、報告されたエラーは showerrorbuffer から削除
されます。つまり、このメッセージは重要ではありません。

回避策 : このメッセージはドメインまたはプラットフォームの操作に影響しません。
このメッセージは無視してください。ただし、このメッセージによって永続的な 
showerrorbuffer がいっぱいになる可能性があります。バグ ID 4987854 も参照してく
ださい。
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